
「デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）」施設整備計画（抜粋）
８．交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）、費用対効果分析等

ＫＰＩ①
（アウトカムベースで、複数年
度を通じて評価指標としてふ

さわしいもの）

春日部大凧あげ祭り来場者数 単位 人

ＫＰＩ② （仮称）大凧文化交流センター施設来館者数 単位 人

ＫＰＩ③ 施設開設による経済効果 単位 千円

ＫＰＩ④ 博物館学校連携事業参加学級数 単位 学級

ＫＰＩ①【①】 138,000.00 0.00 1,000.00 1,000.00 1,000.00 1,000.00 4,000.00 

ＫＰＩ② 0.00 0.00 10,000.00 1,000.00 1,000.00 1,000.00 13,000.00 

ＫＰＩ③ 0.00 0.00 15,000.00 1,500.00 1,500.00 1,500.00 19,500.00 

ＫＰＩ④ 0.00 0.00 3.00 3.00 3.00 3.00 12.00 

交付対象事業経費【②】 313,254千円

交付対象事業における単位当たりコスト
【②/①】

78.31千円

交付対象事業における施設整備等事業経費
【③】

270,805千円

交付対象事業における効果促進事業
（ハード事業）経費【④】

42,449千円

交付対象事業における効果促進事業
（ソフト事業）経費【⑤】

0千円

交付対象事業における
効果促進事業比率【④+⑤/②】

13.6%

全体事業費 313,254千円

事業開始前
（現時点）

2023年度増加分
（１年目）

2024年度増加分
（２年目）

2025年度増加分
（３年目）

2026年度増加分
（４年目）

2027年度増加分
（５年目）

ＫＰＩ増加分の
累計

設定したＫＰＩが複数年に
わたって費用対効果を計
測するのに適している理
由及び計測方法（KPIが
施設整備期間中に上昇
する場合は、その理由を
記載）

　KPI①については本交付事業のアウトカムの成果が最も端的に表れる数値のため、また、KPI②～④については本交付事業実施
により関連する取組への影響・効果として表れる数値のため、指標として設定したものです。いずれも本交付事業実施後に継続的に
実施可能な事業による成果指標であるため、複数年に渡った計測に適しています。
　なお、複数施策・部門が横断的に関連するため、KPI③については観光分野における指標として、KPI④については文化財分野に
おける指標として設定しています。
　計測方法として、①、②、④については、整備施設や各種事業における参加者数、利用者数等をカウントするものです。また、③に
ついては、市内観光客へのアンケート調査等により把握した市内観光消費額（一人当たりの平均）に市外からの施設来館者数を乗
じて算出するものです。

資料５



11．交付対象事業の効果検証及び事業見直しの方法、時期及び体制

外部組織による検証

検証時期 毎年度 7 月

議会による検証

検証時期 毎年度 9 月

検証方法
　前年度末時点のKPIの達成状況等について、本市の行政評価シート等を活用しながら取りまとめ、本市の附属機関で
ある「春日部市観光振興審議会」において調査審議します。

外部組織の参画者
　春日部市観光振興審議会は、学識経験者として大学教授、各種団体を代表する者として市国際交流協会会員、経営
コンサルティング会社代表取締役、旅客運送業関係者、旅行業関係者及び公募に応じた市民の計6名で構成していま
す。（令和5年1月現在）

検証結果の公表の方法
　当該審議会の審議結果を会議録として市公式ホームページへ掲載するとともに、本市の市政情報室において閲覧に
供します。

検証方法
　観光部門及び文化財部門の所管に属する事項を審査する市議会の常任委員会（教育環境委員会）へ報告のうえ、質
疑等へ対応します。


